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14:00〜14:05・・・１．開会あいさつ

14:05〜14:15・・・２．第１回市⺠協議会の開催結果と本⽇のテーマ

３．将来のまちに求める視点を具体的に考える

14:15〜14:40・・・（１）【１分野⽬】グループワーク

14:40〜14:45・・・・・・＜休憩（5分）＞

14:45〜15:10・・・（２）【２分野⽬】グループワーク

15:10〜15:15・・・・・・＜休憩（5分）＞

15:15〜15:40・・・（３）【３分野⽬】グループワーク

15:40〜15:55・・・グループワーク結果の発表・共有

15:55〜16:00・・・４．閉会

～本日のスケジュール～
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～市民協議会でのルール～

○批判をしてはいけません
他の⼈の意⾒を批判したりすることはやめましょう。

○⾃由なご意⾒を求めます
思ったこと・感じたことをご⾃由にご発⾔ください。

○他の参加者の意⾒も参考にしましょう
他の⼈の意⾒を聞いて、それに刺激されたり、連想を働かせたり、あるい

は他の⼈の意⾒に⾃分のアイディアを加え新しい意⾒として出しましょう。

○みんなが発表できるようにしましょう︕
限られた時間の中で、参加している全員の人が意見を発言できるように配

慮しましょう。
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分野 ■地域の「魅⼒」 ■地域の「課題」 ■将来のまちに求める視点（意⾒・提案等）
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■駅周辺が便利
・スーパーが多い
・JR⾼架下のお店の利⽤

■JR中央線の駅がある
・都⼼までの交通が便利

■にぎわいのあるまち
・駅前を使った⼤型イベントがあ
る

■教育機関が充実
・⼤学等が多い
・教育関連施設が充実

■商店街等の衰退
・個⼈経営の飲⾷店等が減少
している

■自転車利用者にやさしい
駅前環境づくり

・駐輪場の利⽤を便利にしてほしい
・駅前で⾃転⾞を無料で駐輪できるシステ
ムがほしい（周辺店舗のレシートで２時
間無料等）

■にぎわいの更なる創出と商店街の再生
・駅前イベントの誘致
・公共交通（COCOバス等）と飲⾷店との連携
・⼤学等との連携・共有を図る
・若い⽅が多く集まるため、利⽤できる店等を誘致

■生活道路が狭い
・⽣活道路で狭いところがあり、通学・通勤の⼈
たちにとって危険

■都市計画道路の整備による
みどりの減少・懸念

・市のみどりを守ること、道路をつくるこ
とに対して、市の環境部署と建設部署の
調整をどのように図っているのか疑問で
ある ■まちづくり目標が不明確

・まちづくりの⽅向性を明確にしてほしい。道路なの
か⾃然維持なのか。

■歩行者や自転車にやさしい
道路環境づくり

・⾃転⾞道の整備が必要
・通学路等における安全な歩⾏環境の整備
・交通誘導⽅法について、信号設置や誘導
員の設置により安全な道路環境にすべき

■狭い道路沿いの建築に対する
基準の強化

・狭い道路沿いで建設する際、セットバックする
条件等、建設許可基準を強化してはどうか

■道路整備における市民意見の把握
・市⺠の意⾒を尊重した話合いが必要。市⺠協議
会や市⺠アンケートで市⺠の声を把握すべき

■豊富な自然・みどり
・公園が多く、連続したみどりが充実している
・⾃然を勉強する機会が多く⾒受けられる
・はけの⼩路は、東京の名湧⽔57選の⼀つに選定
されており、みどりを守るということに市も積
極的な姿勢をみせているため、継続してほしい

■宅地化によるみどりの減少
・最近、近所のみどりがみごとに宅地化され
てしまっている

■みどりの保全・維持
・ボランティアを活⽤したみどりの保全
・みどりを活⽤して⼦ども・⾼齢者・⼤学⽣をつなげる
・⽣垣化を進める、市⺠で⽀える仕組みづくり

■防災面の不安
・防災に関して、町会等（地域）との協⼒の仕組み作りが必要ではないか
・毎年、⼤⾬や⽔害の季節に被害を予知するあるいは、防災のしくみが良く分からない（不安）
・避難所（市庁舎）の開設が分かりにくい

■防災面での対策
・防災倉庫を町内に設置する⼯夫をする
・市⺠掲⽰板を有効活⽤した防災情報の発信

■生活利便施設の充実
・病院等の施設が便利
・⼩⾦井公園や栗⼭公園では、スポーツ施設が
充実している

■ごみ処理の問題
・ごみ処理の問題（ごみの分別の徹底）
・ごみ処理について、もっと関⼼を持ってほしい

■高齢者の交流の場
が少ない

・⾼齢者のコミュニティスペースがあると良
いのではないか（⾼齢化への対応）

■AIの活用
・AI技術が進むと⼈間の⼒が必要なくなるため、⼈のためにAIを使うべき

■公園の周辺に交流の場をつくる
・公園周辺に図書館、市⺠ホール、福祉会館、
飲⾷店等の施設をつくる

■小金井野菜
・⼩⾦井野菜のブランド化が必要ではないか

■小金井野菜のPR・普及
・市⺠が求める野菜のニーズ調査
・市⺠は、安⼼な⾷べ物やオーガニック野菜を
求めているのではないか

・市内のスーパーで、⼩⾦井野菜コーナーをつ
くり、無農薬・減農薬野菜をPRしてはどうか

・市内学校等での給⾷で使⽤し、体験してもらう
・駅内にマップを提⽰（例えば、良⼼市マップ
等）

■都市農地の活用がなされていない
・安⼼なものを育てる農地や畑を残していくべき、みどり⾃然も含めて
・農地の活⽤と教育をつなげる

■都市農地の活用方法
・農地・農園を持っている⽅にご協⼒いただき、
体験型農園を計画して地域活性化、趣味の拡⼤
を図る。市内で既に70⼈規模での取組みを始め
ており、更に発展させる

■学校授業等のIT化
・⼩・中学校、14校へのIT化

■透明性のある行政運営
・⾏政関連施設のガラス張り（情報共有）

１．第１回市民協議会の意見概要（Ａ班）

・⾃然の活⽤について、公園等でのイベント
開催

・良い⾃然を持つ家のオープン化
・⼩学校区と連携した⾃然・農の教育体験
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分野 ■地域の「魅⼒」 ■地域の「課題」 ■まちに求める視点（意⾒・提案等）
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■就業場所の確保
・⻑距離通勤しないですむまちづくり

■豊富な自然・みどり
・⽥園的⾵景が魅⼒的である
・公園等のみどりが多い
・都⽴公園等の⼤きい公園があるため、多くの⼈
が利⽤できる

■地域コミュニティの強化
・⽼⼈と若者において、まちに求めるものが異なる
・徒歩圏でのコミュニティをつくることが⼤事
・近所の助け合いが重要

■人材育成
・⼩学⽣が理解できるような都市計画マスタープランの授業をつくる（⼩さいうちから、都市計画
を担う⼈材を育成する）

・国・都との協⼒関係を良くする（⼈事等） ・奨学⾦制度の充実が必要

■商店街等の衰退
・魅⼒あるテナントが駅前に少ない、商店街がのきなみ衰退し
ている

・アクティブシニアがお⾦を落とせる施設が少ない

■イベントの波及効果が低い
・祭りのイベントは多いが、その後のつながりが無い

■民間の力がうまく活用されていない
・都市開発や運営において、⺠間の⼒や知⾒が活かされていない
・せっかくの再開発による公開空地が利活⽤されていない

■生活利便施設が充実
・スーパー・ドラッグストアが多く、便利

■にぎわいのあるまち
・地域密着型の商業店舗がある

■都心へのアクセスが良い
・JR中央線の駅があり、都⼼へのアクセスが良い

■歩行環境が悪い
・歩⾏者・⾃転⾞が分離されていない道路が多く、危険
・⾃転⾞道の整備が不⾜しているのでは
・⾃転⾞のマナーが悪い

■駅等へのアクセスが不便
・東⼩⾦井駅への通勤・通学時の駅へのアクセス
道路が整備されていないため、歩⾏者にとって
危険

・市内から⾼速道路へのアクセスが悪い
・JR中央線を南北に縦断する際の交通⼿段（公共
交通）が不⾜している

■交通案内が多言語対応していない
・外国⼈等への対応として、交通案内を充実すべきでは

■みどりの保全・維持
・市街地のみどり・景観を⼤切に
・にぎわいよりのんびりを求める

■産学官連携したまちづくり
・産学官連携したまちづくりが重要 ・積極的な⺠間活⽤（例：PPP等）
・市⺠協働でまちづくりを進める仕組みづくり

■低炭素社会のまちづくり
・ゼロエネルギー（低炭素化）に向け
ての姿勢が重要

■魅力を維持していくための検討が必要
・良いモノは維持していくことが⼤事であり、⼈⼝減少のなかどのように魅⼒を維持して
いくかを検討することが重要（みどり税等）

・維持するためには、魅⼒の活⽤⽅法の⼯夫が重要

■狭隘道路が多く、防災面で不安
・狭い道路が多く、災害時に不安がある
・東⼩⾦井地区では、緊急輸送道路がカバーさ
れていない

■避難所の防災機能が不安
・災害時に避難所として使⽤される公共施設に
ついて、災害時の使⽤に耐えうるものとなっ
ているか不安

■行政運営
・古い組織の再編が必要かもしれない、⾏政施策が古い
・⾃主財源先の確保のため、都市計画税の検討
・市⺠等のまちづくりへの関⼼が低い

・貧困対応等が⾒えない
・環境施設の充実が必要ではないか
（省エネ対応、ZEB：ZeroEnergyBuilding等）

■地域の拠点となる施設が
少ない

・野川地域の充実が必要（⽂化・交流
施設、ごみ処理場）

・広域的拠点となる総合病院や研究所、
若者のアルバイト先（雇⽤）等、広
域的な核となる複合施設が必要では
ないか

■地域コミュニティが形成
・ご近所付き合いがある
・市⺠のNPO法⼈等が頑張っている
・犯罪が少ないと思う（他市の状況と定
量的に⽐較した資料を⾒たい）

■犯罪が他都市より少ない
・他市の状況と⽐較してどうか

■文教都市
・質の⾼い学校が多い、⽂教都市

■分譲マンション等が高い
・分譲マンション・⼾建ての値段が⾼く、若い世代が
買えない

■空き家・空き地が増えている
・空ビル・空き地が増加しており、犯罪や⽕災の懸念
・空ビル・空き地の有効活⽤ができてない（駅北⼝）

■大学が活用されていない
・⽂教都市であるにもかかわらず、⼤学等の活⽤がな
されていない

・⼤学を活⽤すべきである。施設の公開等

■ごみのポイ捨て
・ごみのポイ捨てが⽬⽴つ

■子育て世代を増やす教育施設の充実
を図る

・⼦育て世代にも配慮した教育関連施設の充実が必要
・私⽴学校等は、他市に劣らないようにする必要
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分野 ■地域の「魅⼒」 ■地域の「課題」 ■まちに求める視点（意⾒・提案等）
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■にぎわいを維持
・駅周辺は今くらいのにぎわいで良い

■バスの乗り継ぎ等が不便
・バスの乗り継ぎが⼤変
・バスが無い地域もある

■豊富な自然・みどり
・武蔵野公園や野川等の⾃然の中で遊べて、とても良い環境だと思う
・⼩⾦井公園等レジャーや憩いの場がある
・野川等の散歩が楽しくなる⾃然環境
・⼤きな公園（⼩⾦井公園・武蔵野公園等）がある
・魅⼒的なみどりは、市⺠が努⼒して残してきたもの

■将来にわたりみどりを残していく
・市⺠のみんなで努⼒して残してきたみどりは、将来も残していきたい
・⼩さなみどりがなくなってしまうのは不安（開発等で）

■駅周辺の買い物が便利
・⽇常の買い物をするスーパー
等がたくさんあり便利
・個⼈経営店舗が魅⼒的
・駅前は適度に便利、普段の買
い物で困ることはない

■にぎわいのあるまち
・市⺠主体のイベントが多い
・市⺠活動が活発で市⺠⼒の⾼
さが魅⼒

■近くに商業施設が無い
・駅まで⾏かないと買い物しづらい
・家の近くの買い回りが不便

■商店街等の衰退
・商店街の衰退による商店の減少
・再開発により、個⼈経営店舗が
減ってしまい、さみしい

・⾃転⾞を⽌めて、円滑に買い物が
できる商店が減ってしまった

■駅北口に駐輪場が無い
・駅北⼝に、⾃転⾞駐輪場がほしい

■市民活動への支援が少ない
・市⺠活動に対して、⾏政の⽀援が少ない

■機能を変化させた安全な道
路整備

・安全な道路は、新しくつくるのではなく、
機能を変化させるべき

・⼤きな変化は求めていない
・ソフト的な対策をしてほしい

■空き家の活用
・空き家活⽤ができると良い

■公共交通が便利
・JR中央線があるため、
都⼼へのアクセスが良い
・COCOバスが便利

■駅へのアクセスが悪い
・国分寺崖線以南の地域は駅まで⾏くのに⼤変

■道路整備によるみどりの
減少

・道路整備により、⾃然ばかり破壊さ
れて、住んでいられなくなると思う

・近くに道路計画があり、本当に整備
されるのかと不安

■歩行者・自転車に危険な道路
・きちんとした道路が無い
・歩道が狭い
・⾞道と⾃転⾞通⾏帯が狭くて危険な箇所がある
・狭い道路で、電柱が邪魔
・全体的に解消してほしい

■治安が良い
・治安がよく、安⼼して暮らせる

■良好な地域コミュニティ
・コミュニティができている
・ご近所付き合いが良い
・ご近所とは仲良く暮らしている

■住みやすいまち
・⼤きな道路が近くに無いのでとても
静かな良い住環境である

■働けるまち
・市内で働ける環境にある

■世代間交流が希薄
・世代間交流が無い
・情報共有しづらい
・⽼後の⽣活が不安（ソフト⾯で）

■施設等について
・総合病院まで⾏くのに不便な地域がある（貫井北町等）
・庁舎・公共施設・学校等が古く、ユニバーサルデザインに
なっていない

■良好な住環境の維持
・良好な住環境を維持していきたい
・地域格差がなくなると良い（買い物、アクセス道路等）
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分野 ■地域の「魅⼒」 ■地域の「課題」 ■まちに求める視点（意⾒・提案等）
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■にぎわいのあるまち
・市⺠活動が活発（イベント等の開催）

■多世代が共に利用可能な地域拠点の創出
・⾼齢者と⼦どもが⼀緒に過ごせるまち
・スーパー併設の⼩規模（よろず屋のような）な場所の創出
・多世代が気楽にフラッと⾏きたくなるような場所をつくる
（商店街、中学校等）

■豊富な自然・みどり
・みどりが多い、国分寺崖線がある
・⾃然・みどり多様性、保全の取組みが必要
・みどりの保全と⼦どもが遊べる地域の⼈にとって
の魅⼒の場の創出
・地域の⼈にとって重要な崖線を守っていきたい
（景観・住環境）

■みどりを次世代に残していく
・⼩⾦井の魅⼒はみどり
・みどり最優先のまちづくり
・⼤きなみどり⼩さなみどりのネットワークの維持
・国分寺崖線、野川等、みどりを活かしたまちづくり

■高齢者の交流の場が少ない
・⾼齢化社会に向けて地域の⽅が集まれる場所が必要

■商店街等の衰退
・商店街が少し元気がない

■治安が良い
・危険な場所が少ない（ハザードマップ上の危険区域）
・防災⾯に関して⽐較的安⼼している。

■学生が住みやすいまちに
・学⽣が住みやすいまちづくり

■地域の拠点が無い
・地域ごとにまちづくりの拠点があればいい
・駅前に集中させるのではなく、地域で買い物・交
流できるまちにしてほしい

・中学校区くらいで買い物できるまちづくりセン
ターが必要

・地域の⼈が歩いて暮らせるまちづくりが必要

■商店街の再生
・商店街のにぎわい再⽣、つきあい・交流の場づくり
・商店街を魅⼒ある場所にしていく（カフェ、⼦ども
を連れて⾏きたくなるような場所）

・⾏政と地域とのまちおこしをもっと活発にする

■生活道路
・住宅地に⾃動⾞が⼊ってこないので安⼼
・⼊り組んだ道が少ない

■生活道路
・⽣活道路が貧弱（凹凸が多い）

■都市計画道路
・都市計画道路3.4.1、3.4.11の⾒直しが必要
（中⽌してほしい）

■市民協働によるみどりの保全
・樹林を保存する基⾦、保有者を集める基⾦等
・みどりを⼿放す⼈の助成を市⺠の⼒で⾏う（基⾦等）

■環境に配慮したまちづくり
・脱炭素社会（低炭素社会）、循環型のまち
・省エネルギーなまちづくり
・３R（リデュース、リユース、リサイクル）の取組み

■都市農地の活用
・農地の有効活⽤（市⺠農園等）
・⾵景の保存
・学校給⾷での⼩⾦井野菜の活⽤
・市⺠農園を増設するための⾏政⽀援、
制度が必要

・農地×福祉、学校給⾷等の連携を通
した保全・活⽤が必要

・地産地消の仕組み

■子どもが安心して遊べる
・⼦どもが遊びやすい環境にある

■田舎と都会が共存した適度なまち
・地域の落ち着き、⽣活レベル、学⼒が⾼い
・適度な規模の広さ・⼈⼝である
・⽥舎と都会の共存
・コンパクト

■良好な地域コミュニティ
・近所の付き合いが多く、声掛けの機会が豊か

■空き家が活用されていない
・空き家の活⽤が必要
・空き家を活⽤したテレワーク場所の創出
・空き家を活⽤して、気軽に集える場所づくり

■保育園での園庭の不足
・園庭の無い保育園が多い

■地域コミュニティの維持・継続
・おとなりさんカフェ
・地域コミュニティづくり
・学童・遊びの場づくり
・地域センター・集いの場づくり
・学⽣のシェアハウス
・空き家の活⽤

■暮らしやすいまちづくり
・歩いて暮らせるまちへ
・⼦育てしやすいまちへ

■その他の視点
・新型コロナウィルスにより、都⼼に⾏かなくてもよくなった
・地域で過ごす時間が増えるため、地域を⼤切にする必要がある
・市⺠の⼒を活かすまちづくり

■自然・みどりの減少
・みどり・⾃然の減少
・みどりが減少し、宅地化が進む
・50年間で失われたみどりが多い
・みどりの保全が必要
・屋敷林の保全

・まちづくりのなかでみどりを守っていく
・⼤学のみどりの重要性

■地域コミュニティの希薄化
・新しいアパートが増えて、住⺠の顔が⾒えな
くなってきた
・なんとなく元気が無い

■都市農地の保全
・農と福祉の連携が必要（農と学校）
・⼟地の切り売りによる農地の減少
・⽣産緑地の保全が必要
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１．第１回市民協議会の意見概要（Ｄ班）



市民協議会の結果は、以下に報告

・第４回策定委員会（R２.11予定）
・まちづくりサロン、市民説明会（R3.２予定）

市民協議会 第１回 第２回 第３回

テーマ ・小金井市の現状等の共有

・地域の魅力・課題を考える

・まちに求める視点を考える

・将来のまちに求める視点を具体的に考える

・以下の分野について意見交換を行います。

◇土地利用
◇道路・交通
◇水・みどり・環境共生

◇安全・安心
◇生活環境

目的 ・まちづくりの目標、基本目標
の設定に関わるご意見を把握

・分野別方針の検討に関わるご意見を把握

スケジュール 8/1（土） 9/12（土） 本日9/26（土）

２．第３回市民協議会

●市⺠協議会のスケジュール
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検索

URL
https://www.city.koganei.lg.jp/shisei/seisakukeikaku/machitoshi/mach
izukuri/toshiseibi/tosimasusiminnkyougi.html

小金井市都市計画マスタープラン市民協議会

・市民協議会の取りまとめ結果は、市ホームページにて随時公表していきます。



１分野目

２分野目

３分野目

３．第３回市民協議会の進め方と主なテーマ

●進め⽅

１分野目

２分野目

３分野目

１分野目

２分野目

３分野目

Ａグループ

Ｂグループ

Ｃグループ

【進め方】

１）２分野について意見交換を行います。
※生活環境分野は、第１回市民協議会で多くの意見が出たため、

２つに分けて意見交換を行います。

２）3つのグループに分かれていただきます。

３）進行役が各グループテーブルを移動します。

４）各グループ２分野について意見交換を行います。
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Ａ

Ｂ Ｃ

進⾏1

進⾏2

進⾏3

安全・安心

生活環境１

生活環境２

安全・安心

生活環境１

生活環境２

安全・安心

生活環境１

生活環境２
進⾏1 担当安全・安心 進⾏2 担当生活環境１ 進⾏3 担当生活環境２



生活環境２
・暮らしたい、暮らし続けたいと思えるまちに必要なことは？
・若年・子育て世代、高齢者や障がいのある人が住み続けられるよう

にするためには？
・その他

生活環境１
・地域コミュニティの維持・創出や交流の場をつくるためには？
・貴重な空間である都市農地を維持・活用していくためには？
・その他

●主なテーマ

9

・第３回市民協議会では２つの分野を主に、以下のようなテーマに関して、
皆さんのご意見やアイデア等をお聞かせください。

安全・安心

・地域の防災まちづくりを進めるために必要なことは？
・地域の防犯まちづくりを進めるために必要なことは？
・その他

３．第３回市民協議会の進め方と主なテーマ



第３回市⺠協議会
主なテーマ

●地域の防災まちづくりを
進めるために必要なこと
は？

●地域の防犯まちづくりを
進めるために必要なこと
は？

●その他

参考．各分野のテーマ設定

第１回市⺠協議会での意⾒概要
地域の「魅⼒」 地域「課題」 将来のまちに求める視点

•治安が良い
→危険な場所が少ない（ハ
ザードマップ上の危険区
域）

→防災面に関して比較的
安心している

•防災面の不安
→防災に関して、町会等（地域）と
の協力の仕組みづくりが必要で
はないか。

•避難所の防災機能が不安
→災害時の使用に耐えうるものと
なっているか不安

•狭隘道路が多く、防災面が不安
→東⼩⾦井地区では、緊急輸送道
路がカバーされていない

•防災面での対策
→防災倉庫を町内に設置する工夫を
する

→市民掲示板を有効活用した防災
情報の発信

•犯罪が他都市より少ない
→治安が良く安心して暮ら
せる

ー ー

ー ー ー
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・第１回市民協議会での各グループの意見を分野別に整理し、主なテーマを設定しました。

安全・安⼼



第３回市⺠協議会
主なテーマ

●地域コミュニティの
維持・創出や交流の場
をつくるためには？

●貴重な空間である都
市農地をどのように維
持・活⽤していくか？

第１回市⺠協議会での意⾒概要
地域の「魅⼒」 地域の「課題」 将来のまちに求める視点

•生活利便施設の充実
→病院等の施設が便利
→小金井公園や栗山公園
では、スポーツ施設が充
実している

•良好な地域コミュニティ
→ご近所付き合い（市民
ネットワーク）がある

→市民のNPO法人等が
頑張っている

•地域の拠点となる施設が少ない
→野川地域の充実が必要
•施設等について
→総合病院まで行くのに不便な地
域がある（貫井北町等）

→公共施設等が古く、ユニバーサ
ルデザインになっていない

•地域コミュニティの希薄化
•世代間交流が希薄
•高齢者の交流の場が少ない
•大学が活用されていない
•空き家・空き地が増えている

•日常生活圏での地域コミュニティの強化
→徒歩圏でのコミュニティをつくることが大事
•地域コミュニティの維持・継続
→地域センター・集いの場づくり
→空き家の活用
•公園の周辺に交流の場をつくる
→公園周辺に図書館、市民ホール、福祉会館、
飲食店等の施設をつくる

ー

•都市農地の保全
→農と福祉の連携が必要
→土地の切り売りによる農地の減少
→生産緑地の保全が必要
•都市農地の活用がなされていない
→農地の活用と教育をつなげる
•小金井野菜
→小金井野菜のブランド化が必要
ではないか

•都市農地の活用方法
→農地・農園を持っている方にご協力いただき、
体験型農園を計画して地域活性化

→農地×福祉、学校給食等の連携を通した保
全・活用が必要

•小金井野菜のPR・普及
→駅内にマップを提示
→市民が求める野菜のニーズ調査

参考．各分野のテーマ設定
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・第１回市民協議会での各グループの意見を分野別に整理し、主なテーマを設定しました。

⽣活環境１



第３回市⺠協議会
主なテーマ

●暮らしたい、暮らし
続けたいと思えるまち
に必要なことは？

●若年・⼦育て世代、
⾼齢者や障がいのある
⼈が住み続けられるよ
うにするためには？

●その他

ｓ

第１回市⺠協議会での意⾒概要
地域の「魅⼒」 地域の「課題」 将来のまちに求める視点

•住みやすいまち
•働けるまち
•文教都市
→質の高い学校が多い
•子どもが安心して遊べる
•田園と都会が共存した適度
なまち

•分譲マンション等が高い
→分譲マンション・戸建ての値段が高
く、若い世代が買えない

•保育園での園庭の不足
•ごみのポイ捨て

•暮らしやすいまちづくり
→歩いて暮らせるまちへ
•子育て世代を増やす教育施設の充実を図る
→子育て世代にも配慮した教育関連施設の充
実が必要

•良好な住環境の維持
→地域格差がなくなると良い

ー ー

•その他の視点
→新型コロナウィルスにより、地域で過ごす時
間が増えるため、地域を大切にする必要が
ある

参考．各分野のテーマ設定
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⽣活環境２

・第１回市民協議会での各グループの意見を分野別に整理し、主なテーマを設定しました。


